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2稲敷市議会だより　第17号

　平成 21年第２回稲敷市議会定例会が６月９日から19日までの11日
間にわたり開かれました。市長より提出された議案は、追加議案を含め合
計39案件、議会からは、発議が２件、請願が３件（継続審査となってい
たものを含める）及び陳情１件が提出されました。
　議決の結果は下記をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

報告第 1 号
平成 21 年度財団法人稲敷市農業公社
事業の報告について

平成 21 年度の事業計画及び平成 20 年度事
業・収支報告

― ―

報告第 2 号
平成 20 年度稲敷市一般会計予算の継
続費繰越計算書について

新庁舎建設基本 ･ 実施設計業務委託の平成
20 年度予算額のうち 773 万 3 千円を 21 年
度へ繰り越したもの

― ―

報告第 3 号
平成 20 年度稲敷市一般会計予算の繰
越明許費繰越計算書について

定額給付金給付事業を主とする 9事業の 10
億 7293万 5千円を21年度へ繰り越したもの

― ―

報告第 4 号
平成 20 年度稲敷市公共下水道事業特
別会計予算の繰越明許費繰越計算書
について

江戸崎地区，東地区の下水道整備事業工事
請負費と霞ヶ浦常南流域下水道の整備負担
金の一部を繰り越したもの

― ―

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
6月　9日（火）開会、

議案について市長の提案理由説明を受け（38議案）、
うち人事案件 18件を同意する。
議会から発議第 1号を上程し採決する。また請願第 3号・陳情
第 2号を上程する。
（6月 10日は議案調査のため休会）

6月 11日（木）市政一般に関する通告質問を行う。【６名】
6月 12日（金）市政一般に関する通告質問を行う。【４名】

議案に対する通告質疑はなく、審査のため常任委員会へ議案
１６件を付託する。
議員から発議第 2号が上程され、議決により特別委員会が設置
される。

6月 15日（月）常任委員会による付託議案審査
【総務常任委員会・教育福祉常任委員会】　　

6月 16日（火）常任委員会による付託議案審査
【市民生活常任委員会・産業建設常任委員会】

（今定例会の議事整理のため6月17日、18日は休会）
6月 19日（水）常任委員長から付託議案に対する審査報告を受ける。

議案 16件に対して討論、採決を行う。
請願 3件・陳情 1件に対して討論、採決を行う。
市長より追加議案 1件が上程され、質疑、討論、採決を行う。
閉会



3 稲敷市議会だより　第17号

市長公用車のリース契約を解約！市長公用車のリース契約を解約！市長公用車のリース契約を解約！
議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 45 号
稲敷市立認定こども園設置及び管理
条例の制定について

「認定こども園えどさき」が 9月 1日に開園
することに伴い、条例を制定するもの

教育福祉 原案可決

議案第 46 号
稲敷市公共施設の暴力団等排除に関
する条例の一部改正について

「障がい者センター ハートピアいなしき」，
「認定こども園えどさき」についても暴力団
等の利用を制限するもの

総 務 原案可決

議案第 47 号
稲敷市特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

市の独自施策「学校教育支援員」の報酬額
を県が実施する「ＴＴ非常勤講師」と同額
にするもの

総 務 原案可決

議案第 48 号
稲敷市保育所設置条例の一部改正に
ついて

江戸崎第 1・第 2保育所が廃所となり、認定
こども園内に「市立江戸崎中央保育園」が
新設開園するため

教育福祉 原案可決

議案第 49 号 訴えの提起について
差し押さえした債権の取立て請求を水戸地
方裁判所龍ヶ崎支部に提起するもの

市民生活 原案可決

議案第 50 号
～

議案第 54 号
損害賠償額の決定及び和解について

公用車による、いこいのプラザ送迎時の交
通事故について、議会の議決を求めるもの

総 務 原案可決

議案第 55 号 損害賠償額の決定及び和解について
市長公用車のリース解約による損害金の賠
償義務により、380 万 8743 円を支払うもの

総 務 原案可決

議案第 56 号
平成 21 年度稲敷市一般会計補正予算
（第 1号）

予算総額を 179 億 1296 万 9千円とする 各常任委員会 原案可決

議案第 57 号
平成 21 年度稲敷市国民健康保険特別
会計補正予算（第 1号）

予算総額を 55億 4657 万 4千円とする 市民生活 原案可決

議案第 58 号 動産の買入れ契約の締結について
「認定こども園えどさき」の開園に伴い、必
要な備品一式の購入について契約締結する
ため議決を求めるもの

総 務 原案可決

議案第 59 号 市道路線の認定について
市道 東 1692 号線ほか 2路線を寄附行為に
伴い認定するもの

産業建設 原案可決

議案第 60 号 市道路線の変更について
市道 新利根 379 号線の終点位置を変更する
もの

産業建設 原案可決

議案第 61 号
～

議案第 62 号
教育委員会委員の任命について （2件）

浮　島　　大鳥居　良　行　（新任）
江戸崎　　山　岡　孝　夫　（新任）

― 原案同意

平成平成２２１年 第２回 １年 第２回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 63 号 監査委員の選任について 甘　田　　平　野　正　雄　（再任） ― 原案同意

議案第 64 号
稲敷市，稲敷郡町村及び一部事務組
合公平委員会委員の選任について

柴　崎　　鈴　木　健　一　（再任） ― 原案同意

議案第 65 号
～

議案第 71 号

稲敷市浮島財産区管理会委員の選任
について　（7件）

高　橋　敏　夫　　（再任）
松　浦　良　一　　（新任）
宮　本　隆　典　　（再任）
黒　田　助右衛門　（新任）
久　松　　博　　　（新任）
矢　幡　年　男　　（新任）
髙　木　芳　夫　　（新任）

― 原案同意

議案第 72 号
～

議案第 78 号

稲敷市古渡財産区管理会委員の選任
について　（7件）

諸　岡　孝　一　　（新任）
井戸賀　吉　男　　（新任）
高　田　泰　明　　（新任）
遠　藤　政　男　　（新任）
藤　本　次　男　　（再任）
蕪　内　貞　夫　　（再任）
内　埜　喜　夫　　（新任）

― 原案同意

発議第 1 号 北朝鮮の核実験に抗議する意見書 提出者　　長　坂　太　郎 ― 原案可決

発議第 2 号
稲敷市新庁舎建設に係わる調査特別
委員会設置に関する決議

提出者　　根　本　光　治 ― 原案可決

選挙第 2 号
稲敷市選挙管理委員会委員の選挙に
ついて

江戸崎　　中　條　武　樹
上根本　　飯　塚　育　男
古　渡　　満　岡　忠　之
押　砂　　高　橋　正　廣

― 当 選

選挙第 3 号
稲敷市選挙管理委員会委員補充員の
選挙について

第 1順位　　橋　向　　根　本　　実
第 2順位　　柴　崎　　冨　山　　勇
第 3順位　　阿　波　　富　澤　富　生
第 4順位　　佐　倉　　髙　山　　務

― 当 選

議案第 79 号
平成 21 年度稲敷市一般会計補正予算
（第 2号）

予算総額を１７９億２７９６万９千円とする ― 原案可決



5 稲敷市議会だより　第17号

受付日 件　　　名
提　出　者
住所・氏名

付託委員会 結　果

請願第 1号
（H21．3．2）

稲敷市政治倫理条例の制定
に関する請願について

稲敷市佐倉 1117 － 2
木　村　忠　男

政治倫理条
例に関する
調査特別委
員会　　　

一部採択

請願第 2号
（H21．3．2）

稲敷市議会議員の報酬及び
費用弁償等に関する条例の
一部改正についての請願に
ついて

稲敷市江戸崎甲 3550
石　川　和　男

総　 務 不 採 択

請願第 3号
（H21．6．2）

農地法の「改正」に反対す
る請願

取手市新川 297
県南農民組合
組合長　　岡　野　　忠

産業建設 不 採 択

請 願 の 審 議 結 果

受付日 件　　　名
提　出　者
住所・氏名

付託委員会 結　果

陳情第 2号
（H21．5．21）

介護型療養病床廃止中止を
求める意見書採択を求める
陳情

土浦市文京町1－50　富士火災ビル3階
茨城県保険医協会
会長　　松　本　和　美

教育福祉 不 採 択

陳 情 の 審 議 結 果

委
員
長　

山
口　

勝
夫　

　

当
委
員
会
は
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
る
請
願
案
件
に
つ
い
て
、
去
る
４

月
24
日
及
び
5
月
26
日
の
２
回
に
わ

た
り
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
の
審
査
で
は
、
条
例
制

定
対
象
範
囲
が
市
長
、
副
市
長
、
収

入
役
、
教
育
長
、
市
議
会
議
員
、
職

員
等
ま
で
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
市
長
の
見
解
を
確
認
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
引
き
続
き
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
長
よ

り
「
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
」
を

含
め
た
条
例
策
定
の
要
望
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
26
日
の
委
員
会
審
査
で
は
市

長
か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
た
上
で

審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
審
査
中
、

収
入
役
は
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
現
在
は
そ
の
職
が
な
い
こ
と
、
ま

た
職
員
に
つ
い
て
は
地
方
公
務
員
法

に
基
づ
き
行
政
倫
理
を
遵
守
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
政
治

倫
理
対
象
に
含
め
る
こ
と
は
な
じ
ま

な
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
条
例
制
定
の
対
象

に
収
入
役
、
職
員
等
を
含
め
る
と
し

た
要
望
や
、
契
約
に
関
す
る
自
粛
事

項
及
び
制
定
時
期
に
関
す
る
部
分
を

除
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
願
意
妥
当

と
認
め
、
全
会
一
致
に
よ
り
一
部
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

稲
敷
市
政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

稲
敷
市
政
治
倫
理
条
例
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
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平成21年 第2 回 
稲敷市議会臨時会

　平成 21年第 2回稲敷市議会臨時会が、5月26日（1日間）に開かれました。
　市長選挙後、初の議会となり市長が所信表明を行い、主な施策が発表されました。
　議案は、市長から専決処分 2件、条例の改正案 3件が提出され慎重な審議の
結果、すべて可決されました。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第40号

専決処分の承認を求めることについて

（稲敷市税条例等の一部を改正する条

例）

地方税法の一部を改正する法律が施行され

たことに伴い、市税条例の一部改正が生じ

たもの

― 原案承認

議案第41号

専決処分の承認を求めることにつ

いて

（平成 20年度一般会計補正予算（第

7号））

繰越明許費の補正で、定額給付金給付事務

費をはじめ、5事業について平成 21 年度に

繰越して使用できる金額を定めたもの

― 原案承認

議案第42号
稲敷市職員の給与に関する条例の

一部改正について

人事院が、平成 21 年 6月に支給する国家公

務員の期末勤勉手当の額を暫定的に引下げ

る臨時勧告を行ったことに伴い、市職員に

ついて同様に対応するため改正を行うもの

― 原案可決

議案第43号

稲敷市特別職の職員で常勤のもの

の給与及び旅費に関する条例の一

部改正について

議案第 42 号による減額に伴い、市長、副市

長、議会議員の期末手当支給額についても

同様の改正を行い、併せて市長の給料 20％、

副市長の給料 13％の減額を実施するもの

― 原案可決

議案第44号

稲敷市教育長の給与，勤務時間及び

その他の勤務条件に関する条例の一

部改正について

議案第 42 号による減額に伴い、教育長の期

末手当支給額についても同様の改正を行い、

併せて教育長の給料 10％の減額を実施する

もの

― 原案可決

臨 時 会 報 告

市長給料20％、副市長給料13％、教育長給料10％の削減を議決！

田口市長、初の議会で所信表明を行う！田口市長、初の議会で所信表明を行う！
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市
政
を
問
う

河 内 喜 和
議　員

市長は稲敷市をどのような
まちにしていきたいと思っ

ているのか。市長が考えている稲敷
像で、もし 10年後に、市民の目で
確認できるものがあれば教えていた
だきたい。

まちづくりは幸せづくりを

理念として、人と人とのつ

ながり、地域の支え合いなど、人を

起点とした結びつきを第一義として

考えています。市民の皆様の声を聞

かせていただき、地域の実態を把握

しながら産業、福祉、教育文化の充

実、向上など人々の暮らしを豊かに

できる、人々が幸せな笑顔に満ちた

将来像の達成に向け努力してまいり

たいと考えております。

　10 年後に形にあらわすことは、

非常に難しいことかもしれませんが、

夢に近づく努力はしていきたいと

思っています。

市長の考える将来像をききたい

河内

田口市長  人を起点とした結びつきを大切に

市長

第
２
回
定
例
会
に
は
、
10
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問

人
が
住
ま
な
い
、
人
口

の
減
少
が
続
く
地
域
に

発
展
性
は
望
め
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
人
口
増
や

地
域
の
活
性
化
、
発
展
に
は
鉄

道
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
か
。

鉄
道
が
不
可
欠
だ

本
市
に
お
い
て
は
、
事

業
の
採
算
性
や
国
の
補

助
制
度
等
の
問
題
も
多
く
、
現

時
点
で
は
条
件
を
満
た
す
状
況

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
短
期
的

な
整
備
は
大
変
難
し
い
こ
と
は

確
か
で
す
。
し
か
し
、
私
が
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し
て
掲
げ
た
各

種
施
策
は
、
基
本
的
に
圏
央
道

の
開
通
を
見
据
え
た
そ
の
受
け

皿
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
言

い
か
え
れ
ば
鉄
道
も
稲
敷
市
の

産
業
の
底
上
げ
に
は
必
要
不
可

欠
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

具
体
化
す
る
夢
探
し
を
議
員

の
皆
様
と
と
も
に
追
い
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

河
内

田
口
市
長 

具
体
化
す
る
夢
探
し
を

市
長

平成 24 年度の開通に向けて建設中の圏央道平成 24 年度の開通に向けて建設中の圏央道
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一
般
質
問

根 本 光 治
議　員

今
の
財
政
状
況
を
問
う

田
口
市
長

危
機
感
を
持
っ
て
改
革
し
た
い　
　
　

稲
敷
市
の
借
金

（
地
方
債
）
残
高

は
、
１
４
３
億
円
で
県
内

で
５
番
目
に
少
な
く
、
ま

た
貯
金
（
基
金
残
高
）
は

20
年
度
末
で
95
億
円
あ
り
、

県
内
４
番
目
に
多
い
額
で
、

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

で
は
断
ト
ツ
の
１
位
で
す
。

　

田
口
市
長
は
選
挙
時
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
等
で
「
借

金
は
４
０
０
億
、
５
０
０

億
円
あ
り
、
財
政
は
破
綻

状
態
で
、
何
よ
り
も
財
政

再
建
が
急
務
だ
」
と
言
わ

れ
て
い
た
。

　

市
の
現
状
と
、
市
長
が

言
わ
れ
る
状
況
に
大
き
な

差
が
あ
る
が
、
い
ま
市
長

に
な
り
、
現
状
を
ど
う
把

握
し
て
何
を
問
題
と
捉
え

て
い
る
の
か
。

幸
い
稲
敷
市
で
は

市
税
の
減
収
は
見

ら
れ
る
も
の
の
、
地
方
交

付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債

の
発
行
に
よ
り
、
ほ
ぼ
計

画
ど
お
り
の
予
算
編
成
を

し
て
い
る
状
況
で
す
が
、

中
長
期
的
に
展
望
す
る
と
、

国
税
の
落
ち
込
み
な
ど
不

透
明
な
要
素
が
多
く
、
今

後
は
企
業
誘
致
や
税
の
徴

収
率
向
上
等
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
危
機
感

を
持
っ
て
一
層
の
行
財
政

改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

根
本

市
長

一
部
事
務
組
合
な

ど
の
外
部
団
体
を

入
れ
た
全
て
の
額
が
、
３

１
３
億
円
で
は
な
い
の
か
。

　

厳
し
い
な
が
ら
も
一
生

懸
命
や
っ
て
き
た
の
が
稲

敷
市
だ
と
思
っ
て
お
り
、

厳
し
く
も
危
機
的
状
況
で

は
な
い
中
で
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
な
が
ら
効
率
よ
い

行
政
運
営
を
お
願
い
し
た

い
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

今の稲敷市の財政状況がどうなのかを聞
きたい。稲敷市の現状を市長自身がどう

考えているのだろうか。

平成 21年３月末現在、国の借金が５５３
兆円、国民１人当り約４３３万円あると言

われており、稲敷市においても約３１３億円、市
民１人当りの換算で約 75万円の借金があります。
今後の人口減少社会を考えると、全国どこの自治

体も財政再建団体
になる可能性はあ
ると認識していま
す。

根本

市長

確
か
に
財
政
指
標

を
見
る
と
他
市
町

村
に
比
べ
悪
く
な
い
状
況

で
す
が
、
都
市
基
盤
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
状
況
は
歴
然

と
し
て
お
り
、
決
し
て
財

政
指
標
だ
け
で
は
、
は
か

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
全
国
ど

こ
の
自
治
体
も
疲
弊
し
て

い
る
状
況
の
中
で
、
現
状

が
良
い
、
悪
い
と
い
う
観

点
よ
り
、
今
後
の
改
革
に

手
を
携
え
て
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

根
本

市
長

中枢機能の江戸崎庁舎中枢機能の江戸崎庁舎
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市
政
を
問
う

根 本　 保
議　員

稲敷市の再生、活性化のかぎ（ヒント）
を握っているのは、普段第一線で働

く多くの職員の中にこそあるのではないで
しょうか。
　これまでの上位下達型の行政運営から、
下意上達の手法（ボトムアップ方式）に変
えてみてはどうか。

　

いかなる環境変化にも適正に対応可

能な市役所を構築し、働いている市

の職員の能力ややる気、気概を高めていく

ことが実効性のある真の地方分権確立にも

資するものであるとの基本認識を持ってお

ります。また、ありがちな前例踏襲や、事

なかれ主義等の意識があれば排除しなけれ

ばならないと考えており、幹部職員に指導

してまいりたいと考えております。

　職員の意識、やる気を一層高めていくた

めに、若手職員や中堅職員が中心となるプ

ロジェクトチーム方式で、職員の意識改革

等について効果的な手法を検討させたいと

考えております。

上位下達から下意上達へ
田口市長  若手・中堅職員を中心に

検討させたい　

根本 市長

議　員

田
口
市
長 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
は

価
格
が
下
が
れ
ば
導
入
検
討
も

環
境
問
題
、
地
球

温
暖
化
防
止
対
策

と
し
て
企
業
や
ホ
テ
ル
等

で
は
省
エ
ネ
、
CO2
削
減
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
の
設
置
が

試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
は
高
額

で
現
時
点
で
は
メ
リ
ッ
ト

が
少
な
い
も
の
の
、
交
渉

し
だ
い
で
安
く
購
入
で
き

る
業
者
も
あ
る
と
聞
く
が

導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

ま
た
市
公
共
施
設
の
電

気
消
費
量
の
う
ち
、
蛍
光

灯
の
消
費
量
及
び
金
額
と

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
は
ど

れ
く
ら
い
か
か
っ
て
い
る

の
か
。

浅
野

Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
は

電
気
消
費
量
が
従

来
型
の
約
40
〜
50
％
、
寿

命
は
５
倍
程
で
す
が
、
現

在
高
価
格
で
あ
る
た
め
今

後
の
動
向
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
行
き
ま
す
。

　

庁
舎
・
学
校
等
59
施
設

の
20
年
度
ま
で
過
去
５
年

間
の
電
気
料
金
累
計
は
８

億
７
８
４
０
万
円
。
う
ち

20
年
度
の
４
庁
舎
電
気
料

金
は
２
９
４
７
万
円
で
、

蛍
光
管
分
は
６
５
８
万
円

で
す
。
蛍
光
灯
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
（
購
入
）
費
用
は
20

年
度
で
25
万
９
千
円
と
な

り
ま
す
。

環
境
対
策
、
経
費
削
減
に
つ
い
て
問
う

浅 野 信 行

市
長

仕事に励む職員たち仕事に励む職員たち
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一
般
質
問

木 内 義 延
議　員

小
学
校
の
適
正
配
置
を

ど
う
進
め
る
の
か

田
口
市
長 

こ
れ
ま
で
の
計
画
を

継
続
継
承
し
て
い
く

市
内
に
は
16
の
小

学
校
が
あ
り
、
児

童
数
に
対
し
て
学
校
数
が

多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
観
点
か
ら
、
学
校
及

び
幼
稚
園
適
正
配
置
検
討

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
答

申
が
出
さ
れ
た
。

　

市
長
は
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
尊
重
し
て
小
学
校
の

適
正
配
置
を
進
め
て
い
く

の
か
。
あ
る
い
は
、
新
た

に
計
画
を
立
案
し
、
適
正

配
置
を
進
め
て
い
く
の
か
。

そ
れ
と
も
小
規
模
校
化
が

進
も
う
と
現
状
維
持
の
ま

ま
で
続
け
て
い
く
の
か
市

長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

少
子
化
に
よ
り
児

童
生
徒
数
が
減
少

し
予
想
以
上
に
小
規
模
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

適
正
な
規
模
に
よ
る
教

育
の
充
実
が
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
ま
た
建
築
後
30

年
以
上
が
経
過
し
た
校
舎

の
補
修
や
耐
震
補
強
事
業

等
は
速
や
か
に
取
組
む
べ

き
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

適
正
配
置
の
計
画
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
尊
重

し
て
前
市
長
時
代
の
計
画

を
継
承
継
続
し
て
い
く
考

え
の
も
と
、
児
童
数
に

あ
っ
た
小
学
校
の
適
正
配

置
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
建
設
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

木
内

市
長

合
併
特
例
債
期
間
内
の
平

成
26
年
度
ま
で
に
は
完
成

す
べ
く
努
力
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※この写真は統廃合とは関係ありません※この写真は統廃合とは関係ありません
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市
政
を
問
う

柳 町 政 広
議　員

所信表明で開かれたまちづくりの推
進にはより一層の透明性が必要であ

り、多様な行政需要に対応していくために
も健全な財政を維持していくことが重要で
あると力説していた。
　市長が住民自治条例を活用して新しいま
ちづくりを始めるならばどのような過程で
作っていくのか。制定するからにはどのよ
うに活かすのか、住民自治条例に対する市
長の考えを聞きたい。　

参画と協働のまちづくりを一層進め

るため、住民自治条例の制定を検討

しています。

　住民自治条例は、市民、市、職員などの

役割と責務や自治体の役割や仕事の進め方

を規定するものなので、策定に当たっては、

多くの立場の人に参画していただく必要が

あります。公募による市民及び学識者等で

構成する策定委員会を設置し、素案を策定

していただきたいと考えています。　

　更には、タウンミーティング等の開催、

市民アンケート等を実施し幅広く皆様のご

意見をお聞きしたいと考えています。

住民自治条例の活用を求む
田口市長  市民参加で策定したい

柳町 市長

平
成
19
年
第
1
回

定
例
会
で
も
質
問

し
ま
し
た
が
、
本
年
４
月

の
市
長
選
挙
に
お
い
て
前

回
の
対
比
等
も
含
め
改
善

改
革
は
、
ど
う
な
っ
た
の

か
。 コ

ン
マ
一
秒
の
改
善
を
実
行
せ
よ

４
年
前
と
比

較
す
る
と
投

票
所
は
、
38
ヶ
所
か
ら

27
ヶ
所
に
、
投
票
管
理
者

が
11
名
、
投
票
立
会
人
を

22
名
削
減
で
き
ま
し
た
。

ま
た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
は
、

２
５
９
ヶ
所
か
ら
２
１

３
ヶ
所
に
、
投
票
事
務
従

事
者
は
、
延
べ
１
９
１
人

か
ら
１
７
１
人
に
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
票
時
間
を
短
縮
す
る

た
め
職
員
の
服
装
を
作
業

服
、
運
動
靴
と
し
、
開
票

開
始
の
時
刻
を
９
時
に
繰

上
げ
、
30
分
早
め
ま
し
た
。

　

選
挙
経
費
の
総
額
を
比

較
す
る
と
約
５
０
７
万
円

を
削
減
し
、
う
ち
職
員
人

件
費
の
総
額
は
、
約
３
４

０
万
円
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も

創
意
工
夫
を
行
い
、
よ
り

適
正
に
執
行
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

柳
町

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長 

経
費
削
減
に
努
め
た　
　
　
　

書
記
長

市長選挙開票のようす市長選挙開票のようす
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一
般
質
問

大湖 金四郎
議　員

新
庁
舎
建
設
は
ど
う
な
る
の
か

新
庁
舎
建
設
は
、

２
年
の
歳
月
を
か

け
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
討
し
て
結
論
を
出
し
た

も
の
で
す
。
私
は
新
庁
舎

の
建
設
に
対
し
て
は
積
極

的
に
推
進
し
た
一
人
と
し

て
市
長
に
聞
き
た
い
。

　

何
年
を
め
ど
に
結
論
を

出
す
の
か
。

　

新
庁
舎
建
設
は
財
政
悪

化
に
な
る
の
か
。

　

も
し
、
中
止
し
た
場
合
、

江
戸
崎
西
高
跡
地
は
ど
う

な
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
様
々
な

角
度
か
ら
検
討
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
判
断
す

る
時
期
は
、
な
る
べ
く
早

い
時
期
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
市
民
の
ご
意
見

を
伺
い
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

財
政
に
つ
い
て
は
、
20

億
円
の
基
金
積
立
を
し
て

い
る
が
、
将
来
の
財
政
負

担
を
考
え
る
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
の
影
響
を
危
惧
し

て
お
り
、
将
来
に
向
け
て

財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

江
戸
崎
西
高
跡
地
に
つ

い
て
は
、
県
有
地
の
払
い

下
げ
と
な
り
、
市
が
利
用

目
的
を
持
た
な
け
れ
ば
取

得
で
き
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

精
査
し
、
判
断
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国会で成立した補正予算で（仮称）
地域活性化・公共投資臨時交付金

と（仮称）地域活性化・経済危機対策臨時
交付金を充当した事業を計画していると思
うが、本市ではどのような経済対策事業を
検討しているのか。

公共投資臨時交付金は、経済危機

対策における公共事業等の追加に

伴う地方負担の軽減を図り、地域における

公共投資を円滑に実施することができるよ

う、また経済危機対策臨時交付金は、地球

温暖化対策、少子高齢化社会への対応等、

将来に向けた地域の実情に応じるきめ細か

な事業を積極的に実施できるよう地方公共

団体の負担額や財政力により算定交付され

ることになっています。

　現在、実施計画の策定作業に着手したと

ころで、今後、本交付金を有効に活用した

事業の実施に取組んでまいりたいと考えて

います。

田
口
市
長 
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら　
　
　

判
断
し
た
い

国の臨時交付金活用の計画は
田口市長  実施計画を策定中　　

市
長

市長

現在の旧江戸崎西高跡地現在の旧江戸崎西高跡地

大
湖

大湖
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市
政
を
問
う

山 本 祐 子
議　員

火
災
報
知
器
の
設

置
は
、
新
築
住
宅

は
２
０
０
６
年
６
月
か

ら
、
既
存
住
宅
も
本
年
６

月
か
ら
義
務
化
と
な
っ
た

が
、
既
存
住
宅
へ
の
設
置

は
、
制
度
が
浸
透
し
て
い

な
い
こ
と
や
経
費
の
面
か

ら
進
ん
で
い
な
い
の
が
実

情
で
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
宅

へ
の
火
災
報
知
器
設
置
促

進
に
つ
い
て
、
古
河
市
で

は
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事

業
臨
時
特
例
交
付
金
を
活

用
し
た
無
料
設
置
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
状
況
を
ふ
ま
え
当
市
の

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
宅
へ
の

火
災
報
知
器
設
置
助
成
の
取
り
組
み
は

65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
し
世
帯
を
対

象
に
設
置
希
望
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
希
望

者
が
早
急
に
設
置
で
き
る

よ
う
準
備
作
業
中
で
す
。

　

障
が
い
者
宅
へ
の
設
置

の
場
合
は
障
が
い
の
種
類

等
に
よ
り
、
一
律
に
一
般

的
な
火
災
報
知
器
で
は
対

応
で
き
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
近

隣
自
治
体
の
情
況
等
を
参

考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
火
災
報
知
器
設

置
に
伴
う
、
悪
質
訪
問
販

売
等
に
対
す
る
被
害
防
止

の
啓
発
も
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

地球温暖化防止への取り組みの一環
としてレジ袋削減が全国的な広がり

を見せており、環境省の調査ではレジ袋辞
退率やマイバッグ持参率が 80％を超える等、
高い削減効果が示されている中、市はどの
ような取り組みをしているのか。
　レジ袋の無料配布中止についての周知広
報のために防災無線を活
用してほしいが活用は可
能なのか。

７月から県下全域でスーパーマー

ケットでのレジ袋の無料配布中止が

スタートします。市では、広報紙や回覧キャ

ンペーン等により周知に努めますが、防災

無線の活用も可能です。また市内の大型店

舗４社や直売所、消費者団体と協定書を締

結し、７月１日からの実施準備を進めると

ともに、８月中旬には市

から全世帯に１個ずつ無

料でマイバッグを配布す

る予定です。

レジ袋削減のための取り組みは

山本

山
本

保
健
福
祉
部
長 

対
象
希
望
者
に
は

早
急
に
設
置
準
備
を

部
長

市民生活部長  エコバックを全世帯に無料配布する

部長

市内スーパーでもレジ袋無料配布中止がスタート市内スーパーでもレジ袋無料配布中止がスタート
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一
般
質
問

長 坂 太 郎
議　員

市長がマニフェストや所信表明で示
された入札契約制度について、就任

後実施した認定こども園外溝工事の入札で
は落札率が 97.5％と極めて高いが、どのよ
うに適正化が図られ、事業費抑制ができた
のか。
　市長は入札制度の見直しとして検討機関
を設置したいとしているが、具体的にはど
のような機関であるのか。一般競争入札範
囲の拡大や新たな業者評価の確立を表明し
ていることから、検討機関設置の必要がな
いのではないか。

市長就任後26件の入札が行なわれ平

均落札率は 90.49％でした。指摘の

ある一般競争入札の落札率 97.5％は高い値

であり残念です。制度的・技術的なものを

含め問題点を精査していきたいと思います。

　検討機関の設置については、入札契約内

容の審査及び意見の具申ができる入札監視

委員会等の第三者機関の活用、その他学識

経験者等の第三者の意見を適切に反映させ

る方策を講じたい。議員の皆様の意見も参

考にして十分検討していきます。

市長就任後の入札状況と制度の見直しは

長坂

田口市長  入札監視委員会等の第三者機関の活用を

市長

見直しがまたれる入札制度見直しがまたれる入札制度



15 稲敷市議会だより　第17号

市
政
を
問
う

議　員

田
口
市
長 
見
直
し
で
は
な
く

的
確
に
対
応
を

前
体
制
下
で
策
定

さ
れ
た
総
合
計
画

は
、
市
長
の
政
策
と
相
違

点
が
あ
る
と
思
う
が
見
直

し
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

見
直
さ
な
い
場
合
に
は
、

庁
舎
建
設
や
そ
の
他
の
政

策
面
で
市
長
が
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
る
事
項

と
反
す
る
こ
と
が
起
き
て

く
る
の
で
は
な
い
の
か
。

　

こ
の
ま
ま
行
政
が
停
滞

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

総
合
計
画
も
新
市
長
の
カ

ラ
ー
に
変
更
す
る
く
ら
い

の
英
断
の
気
構
え
で
行
政

に
望
ま
れ
た
い
。

山
下

総
合
計
画
は
市
政

の
根
幹
と
な
る
尊

重
す
べ
き
行
政
計
画
で
す
。

当
面
は
見
直
す
と
い
う
よ

り
も
計
画
に
応
じ
た
的
確

な
対
応
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
も
総
合
計
画
の
位
置
づ

け
と
、
私
が
唱
え
る
庁
舎

建
設
像
の
理
念
は
同
一
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
か
ら
の
意
見
、
情

報
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
優

先
順
位
等
、
柔
軟
に
対
応

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
見
直
し
及
び

計
画
推
進
の
考
え
は

山 下 恭 一

市
長

健康づくりでは生活習慣改善の重
要性が高くなっています。生活改

善の取り組みは若い世代での取組が重要で
あり、子供からお年寄りまでの支援策の取
り組みについて問う。
　一人でも多くの参加者があるように健康
教室等の内容を精査し宣伝に努めてほしい。
斬新なアイディアにより、病気をしないよ
うなシステムづくりにスピードを上げて取
り組んでもらいたい。

運動習慣の普及や生活習慣病等の

予防改善を目的に、ウォーキングや

体力アップ等の運動に栄養指導を組み合わ

せた健康教室を６講座実施し、延べ２５０

人が参加しています。

内容の優れた健康教室でも参加者が少なく

ては実効性が薄れます。

　スピードを上げて少しでも形に表れるよ

うに努力し、市民のために健康なまちづく

りを行なっていきたいと思います。

健康づくり事業等、予防医療の施策充実を
田口市長  市民の健康づくりを第一に

市長山下

健康第一、イッチ、ニイ、サン健康第一、イッチ、ニイ、サン！！



16稲敷市議会だより　第17号

常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

委
員
長　

伊
藤　
　

均　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
10
議
案

及
び
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願

１
件
に
つ
い
て
、
主
な
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
46
号
の
条
例
の
一
部
改
正

は
、
昨
年
開
設
さ
れ
た
「
稲
敷
市
障

が
い
者
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な

し
き
」
及
び
本
年
９
月
開
園
予
定
の

「
認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
」
の
両

施
設
に
つ
い
て
暴
力
団
等
の
利
用
制

限
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
50
号
か
ら
議
案
第
54
号
ま

で
の
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解

に
つ
い
て
の
５
案
件
は
、
昨
年
12
月

に
発
生
し
た
「
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
」

の
事
業
送
迎
に
お
け
る
交
通
事
故
に

起
因
す
る
案
件
で
、
委
員
か
ら
相
手

方
の
意
思
に
即
応
で
き
る
よ
う
に
議

案
提
案
時
期
等
に
考
慮
願
う
旨
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
56
号　

平
成
21
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

の
う
ち
企
画
課
所
管
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
金
に
か
か
わ
る
審
査
が

行
わ
れ
、
受
益
者
負
担
金
や
交
付
に

対
し
て
の
規
範
作
り
並
び
に
事
業
活

用
の
た
め
の
各
課
連
携
協
力
に
対
す

る
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
58
号　

動
産
の
買
入
れ
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
幼
保
一
元

化
施
設「
認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き
」

の
開
園
に
伴
う
備
品
一
式
の
買
入
れ

契
約
締
結
に
関
す
る
も
の
で
、
契
約

と
運
営
の
各
担
当
所
管
課
間
の
連
携

を
密
に
し
た
事
務
処
理
を
望
む
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

請
願
第
２
号
の
審
査
で
は
、
費
用

弁
償
を
廃
止
、
減
額
す
べ
き
と
の
意

見
の
他
、
当
市
議
会
で
は
政
務
調
査

費
の
制
度
が
な
く
今
後
も
適
正
な
調

査
研
究
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は

現
状
維
持
が
望
ま
し
い
等
の
意
見
が

あ
り
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
ま
し
た
10
議
案
は
す
べ

て
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
、
請

願
に
つ
い
て
は
賛
成
少
数
に
よ
り
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
に
決
定
し
ま
し

た
。

委
員
長　

木
内　

義
延　

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は

３
件
で
す
。要
点
の
み
を
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
49
号　

訴
え
の
提
起
に
つ

い
て
は
、
滞
納
者
が
消
費
者
金
融
利

用
の
際
に
法
定
額
を
超
え
て
支
払
っ

た
利
息
に
つ
い
て
、
金
融
業
者
へ
過

払
い
金
返
還
請
求
を
行
い
、
そ
の
返

還
金
を
未
納
税
額
に
充
当
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
今
回
の
措
置
は
業
者

が
支
払
い
に
応
じ
な
い
た
め
差
押
さ

え
を
実
施
し
、
取
立
て
請
求
の
訴
え

を
提
起
す
る
も
の
で
す
。
時
間
は
か

か
り
そ
う
だ
が
勝
訴
を
目
指
す
と
の

説
明
に
、
収
納
率
向
上
の
た
め
に
は

様
々
な
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
56
号　

平
成
21
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

の
う
ち
生
活
環
境
課
所
管
で
は
、
マ

イ
バ
ッ
ク
運
動
の
一
環
と
し
て
全
世

帯
へ
無
料
配
布
す
る
エ
コ
バ
ッ
ク
購

入
費
と
消
防
団
員
退
職
報
奨
金
に
係

る
補
正
で
あ
り
、
市
内
ス
ー
パ
ー
等

で
の
レ
ジ
袋
無
料
配
布
は
６
月
末
で

中
止
と
な
る
店
舗
も
あ
る
が
、
市
か

ら
の
配
布
は
８
月
中
旬
と
な
る
旨
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
57
号　

平
成
21
年
度
稲
敷

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）
は
、
特
定
健
康
診
査

等
事
業
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

当
該
健
診
は
昨
年
度
か
ら
の
事
業
と

い
う
こ
と
も
あ
り
受
診
率
が
27
％
台

と
低
迷
し
て
い
る
た
め
、
受
診
率
向

上
を
目
指
し
新
規
加
入
者
抽
出
・
受

診
券
作
成
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。
委
員
か
ら
は
特
定
健
診
と
人

間
ド
ッ
ク
の
併
用
は
で
き
な
い
の
か

と
の
質
問
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
対
策
の

ほ
か
健
康
増
進
、
医
療
費
抑
制
の
観

点
か
ら
も
受
診
率
向
上
に
期
待
し
た

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
３
議

案
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会
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常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

産
業
建
設
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長　

根
本　

光
治　

　

付
託
さ
れ
た
議
案
３
件
及
び
陳
情

１
件
に
つ
い
て
、
主
な
審
査
の
経
過

と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
45
号　

稲
敷
市
立
認
定
こ

ど
も
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
で
は
、
今
回
制
定
さ
れ
る

条
例
に
関
連
し
て
、
今
ま
で
の
保
育

料
の
未
納
、
滞
納
に
つ
い
て
質
問
が

出
さ
れ
、「
保
育
料
に
つ
い
て
は
今

後
の
対
応
策
、
ま
た
更
な
る
防
止
策

を
現
時
点
で
見
直
す
べ
き
だ
」
ま
た

「
滞
納
を
猶
予
す
る
形
に
な
る
こ
と

は
間
違
っ
て
い
る
。
き
ち
っ
と
し
た

ル
ー
ル
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
教

育
的
配
慮
で
は
な
い
の
か
」
等
、
多

く
の
委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
案
第
48
号　

稲
敷
市
保
育
所
設

置
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
定
数
が

２
０
０
名
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
私
立
の
保
育
園
等
の

状
況
調
査
や
、
将
来
の
少
子
化
に
よ

る
影
響
を
踏
ま
え
て
決
定
し
た
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
56
号　

平
成
21
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
う
ち

教
育
総
務
課
で
は
、
市
内
全
て
の
小

・
中
学
校
と
幼
稚
園
の
建
物
に
対
し

て
、
耐
震
診
断
を
完
了
さ
せ
る
た
め

の
経
費
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
教
育
課
で
は
学
校

支
援
員
６
名
、
幼
稚
園
保
育
介
助
員

７
名
及
び
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
３
名
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
県

の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用
し
て

計
上
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
す
べ

て
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
２
号　

介
護
型
療
養
病
床

廃
止
中
止
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
未
確
定

な
点
が
多
く
、
現
時
点
で
の
判
断
は

難
し
い
こ
と
か
ら
採
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
に
よ
り
不
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長　

浅
野　

信
行　

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
お
け
る

審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
、
ご

報
告
し
ま
す
。

　

去
る
12
日
の
本
会
議
に
お
い
て
関

係
議
案
３
件
及
び
請
願
１
件
が
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
56
号　

平
成
21
年
度
稲
敷

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

の
う
ち
商
工
観
光
課
所
管
で
は
、
市

内
企
業
・
地
域
商
店
街
活
性
化
事
業

委
託
及
び
観
光
ル
ー
ト
企
画
・
周
遊

マ
ッ
プ
作
成
事
業
委
託
を
３
ヵ
年
事

業
と
し
て
商
工
会
に
委
託
し
て
行
う

も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
課
所
管
で
は
、
沼
田
・
西
町

線
改
良
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
委
託
料
と
新
利
根
７
０
４
号

線
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
土
地
購
入
費

及
び
工
作
物
移
転
等
の
補
償
金
で
あ

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
59
号　

市
道
路
線

の
認
定
に
つ
い
て
は
、
寄
付
行
為
に

よ
り
３
路
線
を
認
定
す
る
も
の
、
又
、

議
案
第
60
号　

市
道
路
線
の
変
更
に

つ
い
て
、
新
利
根
３
７
９
号
線
の
終

点
位
置
を
変
更
す
る
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

３
議
案
と
も
審
査
の
結
果
、
全
会

一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

請
願
第
３
号　

農
地
法
の
改
正
に

反
対
す
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
財
力

あ
る
大
企
業
に
優
良
農
地
が
集
積
さ

れ
、
認
定
農
家
や
集
落
営
農
さ
え
、

そ
の
存
立
を
脅
か
さ
れ
な
い
、
又
農

地
制
度
を
所
有
か
ら
利
用
に
再
構
築

す
べ
き
で
は
な
い
か
等
の
意
見
が
出

さ
れ
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ

り
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
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委
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長　
　

根　

本　
　
　

保

委　
　

員　
　

木　

内　

義　

延

委　
　

員　
　

山　

本　

祐　

子

委　
　

員　
　

柳　

町　

政　

広

委　
　

員　
　

浅　

野　

信　

行

委　
　

員　
　

伊　

藤　
　
　

均

委　
　

員　
　

根　

本　

光　

治

　

平
成
21
年
第
2
回
定
例
会
の
傍
聴

者
は
１
０
０
人
余
り
に
お
よ
び
、
傍

聴
席
に
入
り
き
れ
な
い
方
が
モ
ニ

タ
ー
で
傍
聴
す
る
と
い
う
、
市
議
会

始
ま
っ
て
以
来
の
出
来
事
に
、
新
し

い
状
況
へ
の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。

　

脳
科
学
者
の
茂
木
健
一
郎
氏
は

「
動
物
は
新
し
い
状
況
に
置
か
れ
る

と
恐
怖
を
感
じ
て
動
け
な
く
な
る

「
フ
リ
ー
ジ
ン
グ
」
と
い
う
反
応
を

起
こ
す
が
、
人
間
だ
け
が
そ
の
恐
怖

を
乗
り
越
え
る
本
能
を
獲
得
し
、
文

明
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
人
類
の
歴

史
は
、
常
に
未
経
験
の
新
し
い
状
況

に
直
面
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
自

分
を
高
め
て
い
く
こ
と
の
繰
返
し
で

あ
り
、
現
代
の
日
本
人
も
今
の
難
局

を
乗
越
え
ら
れ
な
い
は
ず
が
な
い
と

確
信
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

未
曾
有
の
経
済
危
機
と
か
大
量
失

業
時
代
等
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー

ス
が
溢
れ
閉
塞
感
に
満
ち
た
状
況
だ

が
、
フ
リ
ー
ジ
ン
グ
を
起
こ
さ
ず
に

自
分
を
高
め
な
が
ら
前
向
き
に
成
長

し
て
い
き
た
い
。

　

皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
市
民
の
だ

れ
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
い
合
え

る
稲
敷
市
に
な
る
よ
う
願
う
も
の
で
す
。
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０
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直
通
）

　市議会は、傍聴できます。

　この６月定例会では、会期中、のべ１００

人余りの皆さまが来場され、傍聴席数に限

りがあることから、７０名の方が議場内で

傍聴されました。

　また、入場できなかった方については、

庁舎１階ロビーにあるテレビで議会中継を

傍聴いただきました。

☎ ０２９９―７８―３３９０（直通）
FAX ０２９９―７８―３３９６
E-mail：gikai@city.inashiki.lg.jp

傍 聴
！

して

みませんか

月

次回定例会開会予定は

9 8 日火となります。

◆
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、
直

接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
と
し

て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
ご
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請
願
」、

な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、
受
理
し

た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た
陳
情
の
議

決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知

し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

●
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・
理
由
）

は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を
求
め
、
何

を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
、
ま
た
、
簡
単
明
瞭
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
図

面
や
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随
時

受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
毎

定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
）

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
定

例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。
そ
れ

以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
定

例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明
な
点

は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　議会の傍聴は、稲敷市役所東庁舎２階で開催当

日に受付けています。傍聴については、

　① 受付時間は午前８時３０分から（先着順）

　② 傍聴の予約はできません

　③ 傍聴席は３０席まで

　　 （一般２５席、報道関係５席）

　④ 議場で傍聴できなくても庁舎1階のテレビで

議会の生中継を傍聴できます　　　　 など

　以上のことにご注意いただき、傍聴にお越しく

ださい。

　次回の定例会の詳しい日程等については、９月

２日以降、議会事務局までお問い合わせ下さい。


